
　社会科の先生方の会合で、「歴史や公民の
授業は何とか指導できるが地理の授業はどう
も苦手である」ということをよく耳にします。
とくにここ数年で新規採用の先生方が増えて、
この類の言葉がしばしば聞かれるようになり
ました。東京都の高等学校では、地理の授業
を履修する生徒が減少して、地理の学習は中
学校でおしまいという心配な傾向が見られま
す。それだけに中学校における地理の授業は
重要であり、生徒にとって有意義で楽しい授
業をしてほしいという老婆心からこのコー
ナーを設けていただきました。今後３回にわ
たって、地理の授業の基本的な進め方、学習
指導要領改訂のポイントとなった世界地誌学
習、日本地誌学習の展開の仕方等について、
若い先生方を対象として進めてまいります。

　一般的に、中学校時代の地理の授業の思い
出は？と尋ねると、都道府県名、国名を覚え
（させられ）たとか、どこに何があるか、ど
こでどんな産物がとれるかなどを覚え（させ
られ）たというお話をいただきます。いわゆ
る物産地理、暗記中心の地理の授業としての
思い出が残っているようです。その時に得た
知識が無駄であるなどと、知識そのものを否
定するわけではありませんが、これが本当に

はじめに

その一、　地理の授業とは

地理の授業といえるでしょうか。
　そもそも地理学習のねらいを一言でいうと
「地域の特色を明らかにする」ことであり、�
「地域の諸事象を地理的な見方・考え方で総
合的に解釈する学習である」といえます。中
学校・高等学校で学習する地理の内容は、こ
れまで地理学の学問的成果を受けて構成され
てきました。その地理学は大きく区分すると
地誌学と系統地理学に二分され、戦後の地理
学習としては、中学校では地誌学習、高等学
校では系統地理学習が主流とされてきました。

　地理学習では、地域の特色を明らかにする
ために地理的考察＝地理的見方・考え方の育
成が重要です。地理的見方・考え方とは、学
習指導要領解説における表現に従うと以下の
ように示されます。

その二、　地理的見方・考え方とは

○地理的見方

　どこに、どのようなものが、どのように広がって
いるのか、諸事象を位置や空間的な広がりとのかか
わりでとらえ、地理的事象として見いだすこと。ま
た、そうした地理的事象にはどのような空間的な規
則性や傾向性が見られるのか、地理的事象を距離や
空間的な配置に留意してとらえること。
○地理的考え方

　そうした地理的事象がなぜそこでそのように見ら

ポイント

地理の授業とは、

地域の特色を明らかにすること

地理学習　トラの巻①

地理の授業のコトハジメ
前全国中学校社会科教育研究会会長　赤坂寅夫
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　このように地理的事象を位置や広がり（分
布）からとらえ、その背景や要因を自然環境
や社会的条件から、また、他地域との結びつ
きや人々の営みにも着目しながら考えること、
そして地域の変容や課題・将来像の面から地
域的特色をとらえることが、地理の学習とい
えます。What（何が）、Why（なぜ）、How
（どのように）、When（いつから）の問いか
けが学習に必要なのです。

　地理の学習には地理的見方・考え方が重要
ですが、その基盤となる基本的知識・技能が
必要です。これまで地理は暗記科目だ、物産
地理だと批判されてきましたが、1960年代の
私の中高生時代を振り返ると、国名とその位
置や産物は今でも頭に残っていますし、雨温

その三、　基本的知識・技能の定着と作業

図・ハイサーグラフの作成や白地図への着色
作業、先生の板書を写して略地図を描く作業
は、知識や技能の定着を支えるまさに地理の
授業として記憶に残っています。今次改訂さ
れた学習指導要領の世界と日本の初発の単元
である「地域構成」の学習では、世界や日本
を大観し、位置関係や基本的な知識・技能を
身につける学習となっているので、ていねい
にわかりやすく教え、かつ先生方自身が楽し
んでほしいと思います。

　地理的技能には大きく分けて二つあります。
一つは、地理的事象が読み取れたり地域的特
色に結びつく事象を見いだしたりすることが
できる資料、難しい言葉で「地理情報」の活
用に関する技能です。二つ目は、地図の活用
に関する技能です。
　一つ目の地理情報とは、いわゆる写真や映
像、雨温図などのグラフ、統計資料、文章資
料などであり、そこから地理的事象を読み取
ることが主要な技能です。生徒に読み取らせ
るためには、とくに１学年の地理学習の最初

その四、　地理的技能とは

れるのか、また、なぜそのように分布したり移り変
わったりするのか、地理的事象やその空間的な配置、
秩序などを成り立たせている背景や要因を、地域と
いう枠組みの中で、地域の環境条件や他地域との結
び付きなどと人間の営みとのかかわりに着目して追
究し、とらえること。
○地理的考え方を構成する柱

・そうした地理的事象は、そこでしかみられないの
か、他の地域にもみられるのか、諸地域を比較し関
連付けて、地域的特色を一般的共通性と地方的特殊
性の視点から追究し、とらえること。
・そうした地理的事象がみられるところは、どのよ
うなより大きな地域に属し含まれているのか、逆に
どのようなより小さな地域から構成されているのか、
大小様々な地域が部分と全体とを構成する関係で重
層的になっていることを踏まえて地域的特色をとら
え、考えること。
・そのような地理的事象はその地域でいつごろから
みられたのか、これから先もみられるのか、地域の
変容をとらえ、地域の課題や将来像について考える
こと。� （※下線は筆者）

ポイント

地理の学習に必要な視点

（例）
どんな土地か
　台地？低地？

桑畑が広がっていた

〈中央高地の産業の変化〉

どんな工業から
どんな工業へ
変わったの？

果樹園に変わった

交通との関係は？

なぜ変わったの？

どんな気候か
雨が多い？
　　少ない？

どの地域と
結びつきが
強いの？

桑畑と
工場との
関係は？
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の時点では、読み取るための視点を与えるこ
とや初歩的なアドバイスが必要です。例えば、
グラフの場合、「何を示しているグラフか」、
「出典は」、「縦軸と横軸の目盛りは何を示し
ているか」、「グラフの変化はどうなっている
か、なぜそうなるのか」などの問いかけを繰
り返すことによってグラフの見方が育成され、
やがては問いかけがなくてもグラフから地理
的事象とその背景を自ら読み取るようになる
でしょう。
　写真の読み取りについては、『社会科�中学
生の地理』のp.21に詳しく説明されています。
写真に写っている景観から自然や衣服、食事、
住居の注目するポイントに従って地理的事象
を読み取ることができます。その他、写真に
よっては写っている物や風景、人々のようす
からも読み取ることができます。先生方もほ
かの写真から読み取ってみて下さい。
　二つ目の地図の活用についての技能は、地
図の読み取りと、表現としての地図化の２種
類の技能があります。地図及び地図帳の活用
として、まず地図や地図帳に慣れ親しんで、
学習や日常生活の中で出てきた地名や国名の
位置を自主的に探すことがあげられます。新
教育課程になって小学校の段階で地図帳の索
引の活用は進んでいますので、中学校入学時
に実態を把握しておきましょう。
○先生も地図をつくる、グラフをつくる

　地理的技能は読み取りだけではなく、地域
的特色を表現する一つの方法として、地図化
したり収集した統計資料からグラフをつくっ
たりする技能も含まれます。生徒に調べたこ
との成果を地図化したりグラフ化したりして
まとめることを求めますが、先生自身も地形
図から断面図や土地利用図を書いてみたり、
雨温図や人口ピラミッドをつくってみたりす
ることで生徒の目線に立って気づくことがあ

るはずです。
○方位やデータの実感をつかむ

　先生方は自宅や勤務地以外の土地を歩いて
いるときに「自分は今どの方角に向かって歩
いているか」を考えたことがありますか。「今
現在の気温は何度ぐらいだろうか」を感じ
取ったことはありますか。「学校の敷地面積は
およそ何haか。学校を中心として１㎢はどの
範囲までか」、「学校の周辺の人口密度はどの
程度か」などの問いかけは、地図や地理の学
習でよく出てくるデータを、目に見えるもの
実感できるものと理解させるために、先生方
自身が把握しておくべき技能といえます。
○計画的に地理的技能を育成する

　上記のような地理情報を読み取ったり作図
したりする技能、地図を読み取ったり地図化
する技能は、一度やればよいというものでは
ありません。基本的知識の定着と同様に、折
に触れて繰り返し行う必要があります。生徒
の技能の定着の度合いを測りながら柔軟に活
動を組み入れることが必要ですが、いつかで
きるとかいつでもできるなどと思っていると、
結局やらずに終わってしまい、生徒に技能が
身についていない結果となります。やはり意
図的計画的にどの単元どの時間でどの技能を
身につけるさせるかという指導計画を立てる
ことが重要です。

　歴史的分野の授業は歴史の流れを系統的に
扱うので、ある程度見通しをもって、１学期

その五、　２年間の指導計画を立てよう

ポイント

地理的技能では

①地理的事象の読み取り

②地図の読み取り、地図の作成

　　　　　　　　　　　が必要

6



は○○の時代まで、１学年最後までに○○の
時代まで終わらせられれば・・・と計画を立
てられます。しかし地理の授業では、世界も
日本も地域を区切って学習し、内容も必ずし
も系統的ではなく、細切れの学習を繰り返す
イメージで流れをつかみにくく、計画が立て
にくいとよくいわれます。この章では、地理
的分野の２年間の指導計画の立て方について
考えていきましょう。
○世界と日本の二本立て

　中学校における地理の学習は、２年間で世
界と日本の学習を120時間で行います。大き
くとらえると右表のように１学年で世界につ
いて、２学年で日本についての学習を行いま
す。大まかな流れで見ると、①世界も日本も
大まかな位置や枠組みをとらえる地域構成→
②州や地方ごとの地誌学習→③調べ方・学び
方を学ぶ地域調査と３部構成になっています。
歴史的分野の学習（130時間）を３学年で40
時間履修するとして、残り90時間を学校に
よっては、地理と歴史の１・２学年での配分
を以下のように考えられます。
（例１）

（例２）

　やや極端な例ですが、地理の学習を１学年
あるいは２学年のどちらで多く時間を取るか
で右の表の配分も変わります。日本地誌の学
習や身近な地域の調査の学習において、地理
的見方・考え方や社会参画の視点の学習を重
視するなら（例２）の配分が考えられます。�
右記の指導計画は、（例２）の配分に近い例
といえます。
　大まかな２年間の指導計画が立てられた後、

中単元や世界の各州・日本の７地方の時数を
再検討する必要があります。世界や日本の地
域構成を学習する際には、地図やグラフの読
み取り等、地理的技能を身につける学習を重
視する観点から、時数を多く取る必要があり
ます。また、世界の各州や日本の地方の学習
の際には、どの州も地方もほぼ同じ時数で同
じようなリズム・内容で学習を繰り返すので
は、かつての網羅的・羅列的な学習に陥って
しまいます。

この時間では、地図の読み取りを、この時間
ではグラフの読み取りを、この時間では知�
識・概念の定着を図る、この時間では思考・
表現の活動を取り入れた学習活動を、という
ように内容的にメリハリを、時数的に軽重を
つけた指導計画を考えることが大切です。

◎次の２学期号では、世界地誌の授業のポイ

ントについてお話します。

１学年

２学年

１学年

２学年

地理　75 歴史　30

地理　70 歴史　35

地理　45 歴史　60

地理　50 歴史　55

【地理的分野の大まかな指導計画】

（３学期制の例）
第１部　世界のさまざまな地域（１学年）
〔１学期〕１章　世界の姿（８時間）
� ２章　世界各地の人々の生活と環境
� 　　　（８時間）
〔２学期〕３章　世界の諸地域（19時間）
〔３学期〕�　　　世界の諸地域（７時間）
� ４章　世界のさまざまな地域の調査
� 　　　（４時間）
第２部　日本のさまざまな地域（２学年）
〔１学期〕�１章　日本の姿（５時間）
� ２章　世界と比べた日本の地域的特色
� 　　　（16時間）
〔２学期〕�３章　日本の諸地域（20時間）
〔３学期〕�　　　日本の諸地域（14時間）
� ４章　身近な地域の調査（８時間）
※�実質的な時数として行事等の時数を勘案し、合計
は120時間になりません。
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